
A
　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
住
宅

被
害
が
甚
大
で
市
内
に
お
い
て
も

住
宅
耐
震
化
の
申
請
件
数
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
令

和
６
年
度
の
当
初
予
算
で
は
５
年

度
に
比
べ
て
１
千
万
円
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
が
、
予
算
編
成
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

B
　
５
年
度
に
お
い
て
は
、
例
年

に
比
べ
て
申
請
実
績
が
少
な
く
繰

り
越
し
分
が
あ
る
た
め
、
そ
の
分

を
合
わ
せ
る
と
申
請
が
増
え
て
も

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
想

定
よ
り
も
申
請
が
増
え
、
予
算
が

足
り
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
県

の
財
政
と
も
相
談
を
し
た
う
え
、

予
算
の
補
正
も
考
え
て
い
る
。

A
　
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
は
、
高
知
県

の
水
産
業
ス
マ
ー
ト
化
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
宿
毛
市
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
漁
民
の
減
少
や
高
齢

化
、
所
得
向
上
等
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
、
課
題
解
決

の
た
め
、
水
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
Ｎ
Ａ
Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｓ
の
利
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
県
、
漁
協
と
も
連
携
し
、
シ

ス
テ
ム
の
周
知
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
周
知
し
て
い
く
中
で
、
漁
民
が

ど
の
よ
う
な
情
報
を
必
要
と
し
て

い
る
の
か
把
握
し
、
県
へ
Ｎ
Ａ
Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｓ
の
機
能
追
加
を
要
望
す
る

な
ど
、
漁
民
が
よ
り
必
要
な
情
報

を
収
集
で
き
る
ツ
ー
ル
と
な
る
よ

う
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

A
　
宿
毛
市
の
水
道
管
、
防
火
水

槽
の
耐
震
化
は
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
か
問
う
。
　

B
　
宿
毛
市
に
お
け
る
水
道
管
の

耐
震
化
率
は
現
時
点
で
２８
・
９
％

で
あ
り
、
基
幹
管
路
、
老
朽
管
の

耐
震
化
を
含
め
た
布
設
替
え
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
防
火
水
槽
は

２
２
５
基
で
、
そ
の
う
ち
、
耐
震

性
貯
水
槽
は
９
基
あ
り
、
耐
震
化

率
は
４
％
と
な
っ
て
い
る
。
消
火

栓
、
防
火
水
槽
と
も
に
、
地
震
や

液
状
化
等
に
よ
る
破
損
等
に
よ
り
、

使
用
で
き
な
い
場
合
、
海
水
、
川

水
及
び
池
等
を
有
効
に
活
用
し
、

状
況
に
応
じ
て
消
火
活
動
を
行
う
。

A
　
宿
毛
市
の
災
害
対
策
本
部
の

運
営
及
び
訓
練
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
災
害
対
策
本
部
は
、
災
害
時

の
情
報
収
集
、
共
有
の
効
率
化
を

図
り
、
災
害
対
応
の
指
揮
を
行
う

た
め
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
運

営
体
制
は
、
市
長
を
本
部
長
と
し

て
、
災
害
対
策
本
部
を
自
動
的
に

立
ち
上
げ
、
迅
速
に
災
害
対
応
を

行
う
。
訓
練
に
関
し
て
は
、
昨
年

度
の
合
同
訓
練
の
中
で
運
営
訓
練

を
行
っ
た
。
訓
練
で
は
、
情
報
収

集
や
各
機
関
と
の
情
報
共
有
、
救

助
要
請
伝
達
な
ど
、
実
際
の
災
害

対
応
に
沿
っ
た
内
容
で
行
っ
た
。

今
後
も
定
期
的
な
訓
練
を
実
施
し
、

課
題
を
検
証
し
な
が
ら
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
善
に
繋
げ
て
い
く
。

A
　
宿
毛
市
事
前
復
興
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
現
在
の
進
捗
状
況
と
今

後
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
今
年
度
は
、
年
代
別
に
市
民

２
０
０
０
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

宿
毛
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

し
て
い
る
。
ま
た
、
若
手
職
員
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
課
長
補

佐
級
に
よ
る
会
議
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
被
害
想
定
を
踏
ま
え
て
、

復
興
イ
メ
ー
ジ
の
検
討
を
行
い
、

事
前
復
興
計
画
や
復
興
手
順
書
の

素
案
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
令
和

６
年
度
か
ら
は
、
大
規
模
被
害
が

想
定
さ
れ
る
浸
水
エ
リ
ア
に
お
い

て
住
民
と
一
緒
に
意
見
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
２
年
間
で
計
画
を
作
成

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
計
画
は
、

地
域
住
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

作
成
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
に
な

る
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

A
　
す
く
も
湾
漁
協
の
組
合
員
の

約
半
数
が
資
格
に
欠
け
る
と
し
て
、

同
組
合
員
が
是
正
処
分
を
求
め
る

文
書
を
県
に
提
出
し
た
。
県
は
資

格
審
査
が
不
適
正
と
確
認
し
た
の

で
漁
協
の
回
答
を
待
っ
て
対
応
す

る
と
述
べ
た
。
進
捗
を
聞
く
。

B
　
漁
協
の
回
答
書
で
は
、
理
事

会
の
下
に
組
織
再
編
検
討
委
員
会

を
設
け
、
適
正
な
資
格
審
査
を
早

急
に
行
う
と
し
た
。
そ
の
後
作
業

部
会
（
漁
協
職
員
）
が
漁
業
者
へ

の
影
響
を
整
理
し
、
検
討
委
員
会

で
今
後
の
漁
協
運
営
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
漁
協
と
県
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
を
整
理
し
て
お
り
、

理
事
会
や
総
代
会
に
説
明
し
、
了

承
さ
れ
れ
ば
組
合
員
に
告
示
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

A
　
資
格
審
査
は
８
月
を
め
ど
に

行
う
と
聞
い
て
い
る
。
以
下
の
課

題
対
応
を
聞
く
。

①
組
合
員
が
２０
名
以
下
と
な
り
消

滅
す
る
支
部
を
ど
う
す
る
か
。
②

脱
退
の
出
資
金
払
戻
し
に
よ
る
財

務
基
盤
を
ど
う
す
る
か
。
③
組
合

員
の
減
少
で
賦
課
金
の
徴
収
等
、

規
約
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か
。

④
組
合
員
登
録
の
大
幅
是
正
に
よ

り
、
漁
業
権
は
一
旦
取
り
消
し
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
①
漁
協
内
の
各
地
区
、
支
所

単
位
に
お
い
て
は
、
正
組
合
員
が

２
０
名
未
満
で
も
消
滅
す
る
こ
と

は
な
い
。
②
漁
協
運
営
に
支
障
を

来
す
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
出
な
い

予
定
。
③
組
合
員
の
減
少
が
著
し

い
場
合
は
、
定
款
変
更
が
必
要
。

④
漁
協
の
資
格
審
査
結
果
の
報
告

を
も
と
に
、
県
が
す
く
も
湾
漁
協

水
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化

に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

に
つ
い
て

今城 　隆 議員

す
く
も
湾
漁
協
の
組
合

員
登
録
是
正
に
つ
い
て
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